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は
じ
め
に

本
書
は
『
井
手
至
論
文
集』
全
六
巻
の
第二
1

四
回
配
本
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
も
の
で 、
「
国
語
学
篇」
は
国
語
学
史
を
含
み 、
『
国
語
史
篇一」
は
主

と
し
て
語
会・
語
法 、
『
国
語
史
篇二」
は
主
と
し
て
用
字・
表
記
法
に
関
す

る
論
文
を
収
録
し
て
い
る 。
論
文
集の
他三
巻の
構
成
は『
寓
葉
篇一』
(
既

刊)
「
高
葉
篇二」
『
説
話
民
俗
篇』
で
あ
る 。
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ

た
論
文
で
構
成
さ
れ
て
お
り 、
凡
例
に
よ
れ
ば 、
研
究
史
的
意
義
を
尊
重
し

て 、
明
ら
か
な
誤
字
や
誤
認
を
除い
て 、
あ
え
て
全
面
的
な
加
筆
訂
正
を
加

え
て
な
い
由
で
あ
る 。
た
だ
し 、
発
表
後
に
接
し
た
新
見
な
ど
を
特に
取
り

入
れ
て 、
最
小
限
度の
補
訂
を
加
え
た
場
合
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る 。

評
者が
研
究
を
志
し
た
頃
に
井
手
歪
博
士
の
論
文
の
い
く
つ
か
に
触
れ 、

大
い
に
啓
発
さ
れ
た
こ
と
を
思い
出
す 。
周
到
な
用
例
収
集 、
先
行
研
究の

整
理
を
踏
ま
え 、
鰍
密
な
論
証
に
従っ
て
穏
当
な
結
論
を
示
さ
れ
て
い
る
と

い
う
印
象
を
強
く

抱い
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い 。
こ
の
度 、
博
士
の

国
語
学に
関
す
る
学
術
論
文が
著
作
集
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
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『
遊
文

録

国
語
史
篇
二
』

沖
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也

卓

斯
界
に
とっ
て
誠
に
有
益
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い 。

こ
の
三
書
の
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
つ
い
て
は
評
者
に
とっ
て
疎い
方
面

も
多
く 、
書
評
の
任
に
堪
え
な
い
こ
と
を
深
く

危
倶
す
る
も
の
で
あ
る
が 、

敢
え
て
気づ
い
た
点
を二
三
述べ
て
責
を
塞
ぐ
こ
と
を
許
さ
れ
た
い 。

『
遊
文
録
国語学繍」

『
遊
文
録
国語学筋』
は
全
六
巻の
首
巻
を
な
す
も
の
で 、
文
法
理
論
に
関

す
る
論
考
で
構
成
さ
れ
て
お
り 、
い
わ
ば
総
論
篇
に
相
当
す
る 。
次
に
そ
の

構
成
を
示
す 。

第一
篇
品
詞
論

第一
章
品
調
論
の
理
論

第二
章
品
調
論
の
方
法

第二
篇
指
示
詞・
形
式
名
詞の
機
能

第一
章
指
示
調
の
機
能

第二
章
形
式
名
詞の
機
能
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第
三
篇
副
用
語
の
機
能

第一
章
副
用
語
の
機
能

第二
章
連
用
形
と
副
詞の
機
能

第
四
篇
助
詞
の
機
能

第一
章
対
比
的
限
定
と
特
立
的
限
定

第二
章
「
の」
(
連
体
語・
句)
の
機
能

第
五
篇
日
本
文
法
研
究
史

第一
章
日
本
文
法
研
究
の
回
顧
と
展
望

第二
章
接
続
詞
の
研
究
史

第
三
章
ク
語
法の
研
究
史

付
篇
副
用
語
研
究
史
資
料

一

副
用
語

圏
詞

連
体
調

接
続
詞

感
動
詞

同語史知二j国語史街ーJ r遊文録閑語学術J r遊文録

四五

評) r遊文録

第一
篇
は 、
品
調
論
が
構
文
論
と
は
別
個
に
独
自の
原
理
で
行
わ
れ
るべ

き
こ
と
を
説い
た
も
の
で 、
従
来の口問
詞
分
類
に
関
す
る
諸
説
が
巧
み
に
整

理
さ
れ
て
い
る 。

第二
篇
は 、
指
示
詞
を
現
場
指
示
と
文
脈
指
示
に
分
類
し 、
そ
の
機
能
を

文
章
論
的
な
視
点
を
絡
ま
せ
て
分
析
し
た
第一
章
と 、
形
式
名
詞の
非
名
詞

的
な
性
格
と
そ
の
機
能
を
述べ 、
そ
の
範
鴫
表
現
と
い
う
特
性
を
指
摘
し
た

〔書

第二
章
か
ら
成
る 。
指
示
詞
に
関
す
る
研
究
は
著
者の
年
来の
テ
ーマ

の一

つ
で
も
あ
り 、
明
解
か
つ
重
厚
な
論
考
で
あ
る 。

第三
篇
は 、
副
用
語
の
機
能
と 、
連
用
形
お
よ
び
副
詞の
機
能
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る 。
そ
の
中
で 、
い
わ
ゆ
る
陳
述
の
副
詞
を「
陳
述
副
詞」
「
演
述

副
調」「
叙
述
副
調」
に
分
け
ら
れ
た
の
は
深い
洞
察
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る 。

陳
述
副
調
は
願
望・
意
志
な
ど
の
表
現
と 、
演
述
副
詞
は
断
定・
推
量・
懐

疑
な
ど
の
表
現
な
ど
と 、
叙
述
副
詞
は
否
定の
表
現
な
ど
と
呼
応
す
る
こ
と

で 、
そ
れ
ぞ
れ
の
副
詞
の
文
法
的
性
質
を
と
ら
え
直
すべ
き
視
点
を
本
書
は

提
示
し
て
い
る 。
た
だ 、
「
せ
め
て」
は
限
定
副
調
と
と
ら
え
ら
れ
るべ
き
こ

と
や 、
副
詞
の
中
で「
あ
え
て」
な
ど
意
志
に
関
わ
る
も
の 、
「
既
に」
な
ど

ア
ス
ペ
ク
ト
に
関
わ
る
も
の
な
ど
に
分
類が
及
ん
で
い
な
い
点
は 、
副
詞
研

究
の
今
後
の
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

第
四
篇
は
準
体
助
調 、
副
助
調 、
係
助
詞お
よ
び
連
体
助
調
に
つ
い
て
分

析
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
対
比
的
限
定 、
特
立
的
限
定
と
い
う
視
点
を
導
入

す
る
こ
と
で 、
助
詞
の
分
類
を
グ
ル
ー

プ
化
し
よ
う
と
す
る
試み
は
今
後
も

受
け
継い
で
い
くべ
き
も
の
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
「
の」
が
副
詞
的
成
分
に
付

く一
群の
も
の
を
考
察
の
対
象
に
さ
れ
て
い
る
点
は 、
特に
注
目
さ
れ
る 。

「
の」
が
付
く
形
容
動
調
語
幹
の
あ
り
方
な
ど
を
考
察
す
る
上
で
も 、
参
考
と

すべ
き
高
論
で
あ
る 。

第五
篇
は
変
形
生
成
文
法
に
至
る
ま
で
の
文
法
理
論
と 、
接
続
詞お
よ
び

ク
語
法
に
関
す
る
研
究
史
を
詳
説
さ
れ
た
も
の
で 、
こ
れ
に
関
連
し
て
付
録

「
副
用
語
研
究
史
資
料」
で
は 、
副
詞・
連
体
調・
接
続
調・
感
動
詞
に
つ
い

て 、
諸
学
説
を
紹
介
し 、
命
名の
由
来
を
述べ
る
と
と
も
に 、
補
説
で
は
今



後の
課
題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
い
ず
れ
も 、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
に
お

け
る
基
礎
的
デ
ー
タ
が
網
羅
さ
れ
て
お
り 、
最
良
の
参
考
文
献
た
り
え
て
い

る 。本
巻
は
文
法
に
関
す
る
基
礎
的
な
論
考
で
構
成
さ
れ
て
お
り 、
い
ず
れ
も

論
理
的
か
つ
整
合
性
に
富
ん
で
い
る 。
今
後
発
展
さ
せ
るべ
き
課
題が
随
所

に
散
見
さ
れ 、
副
用
語・
指
示
調
な
ど
今
日
的
テ
ーマ

を
考
究
す
る
上
で
必

読
の
書
で
あ
る 。

『
遊
文
録
国語史鱗一」
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『
遊
文
録
同詩史問一』

第一
篇
語
設
||上代の諮袋
||

第一
章
上
代
語
と
そ
の
資
料

第二
章
上
代
語
の
種
々
相

第二
篇
名
調

|i白代の地名
||

第一
章
古
代
の
地
名
と
上
代
語

第二
草
地
形・
地
勢
名
詞
と
地
名

第三
篇
指
示
詞

第一
章
指
示
詞
の
史
的
考
察

第二
章
蔦
葉
歌
の
指
示
詞

第三
章
文
脈
指
示
詞
と
漢
文
訓
読

第
四
篇
副
詞

第一
章
「
もっ
と
も」
の
語
史

第二
章
「
せ
め
て」
の
意
味
用
法の
展
開

古
代
に
お
け
る
「つ
ひ
に」
「つ
ひ
に
は」

古
代の
「つ
れ
づ
れ
と」
と
「つ
れ
づ
れ
に」
の
相
関

助
動
調・
接
辞

第一
章
上
代
語「
み
ゆ」
の
助
動
詞
的
性
格

第二
章
完
了の
助
動
調
「つ」
と
「ぬ」
の
使い
わ
け

第三
章
打
消・
断
定の
助
動
詞

第
四
章
終
止
形
接
続
の
「
な
り」

第五
章
寓
葉
歌の
ク
語
法

第
六
篇
待
遇
表
現
||上代の敬

一品||

第
七
篇
文・
文
章

第一
章
意
味
上
の
文
の
種
類
と
そ
の
史
的
考
察

第二
章
和
歌
散
文
連
接
形
式の
変
遷

第三
章
文
脈
指
示
調
の
用
態
か
ら
見
た
文
章

付
篇
貌
志
倭
人
語
の
性
格

北
九
州
の
地
名

倭
人
語
を
記
録
し
た
音
訳
文
字

倭
人
誇の
子
音

倭
人
語
の
母
音と
母
音
調
和

お
わ
り
に

第三
章

第
四
章

第五
篇四五

第一
筋
で
は 、
上
代
語
の
資
料
を
概
説
し 、
諮
会
と
し
て
の
単
位
を
ど
の

よ
う
に
意
識
し
て
い
た
か
を
探
り 、
立日
節
数・
意
味・
語
種・
位
相
な
ど
に

よ
る
語
設
の
分
布
を
分
析
す
る 。
御
論
文
の
発
表
後
に
発
掘さ
れ
た
木
簡
も
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今
日
で
は
数
多
く
あ
り 、
本
篇の
語
業
調
査
に
付
け
加
え
るべ
き
点
も
な
い

わ
け
で
は
な
い
が 、
上
代
語
の
語
会
に
関
す
る
概
説
と
し
て
適
切
な
も
の
と

言
え
よ
う 。

同語史篇二j

第二
篇
は 、
地
名
を
中
心
に
据
え 、
地
形・
地
勢
用
語
を
分
析
し
た
も
の

で
あ
る 。
地
形・
地
勢
用
語
と
し
て
「
に
ふ」
(
丹
生)
を
あ
げ
る
の
は
や
や

異
質の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が 、
語
源
と
の
関
係
に
慎
重
に
配
慮
す
る一
方 、

地
名
か
ら
上
代
語
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
強い
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る 。

第三
篇
で
は 、
コ・
ソ・
カ
(ア)
の
指
示
調
の
史
的
変
遷
を
考
察
す
る 。

カ
は
コ
の
母
音
交
替
形
で 、
ソ
は
外
の
意
味
を
表
す
ソ
乙
類
と
語
源
的
に
関

係
す
る
と
い
う
説
は
説
得
力
が
あ
る 。
そ
こ
か
ら
カ
と
ソ
の
交
渉
を
考
察
し

て
い
る
点
は
明
解
で
あ
る 。
ま
た 、
指
示
詞
を
現
場
指
示
と
文
脈
指
示
に
分

類
し 、
前
者
に
お
い
て
は
近
称
が 、
後
者
に
お
い
て
は
中
称
が
多
用
さ
れ
る

こ
と
を
述べ 、
コ
系・
カ
系
の
指
示
詞
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の
影
響
を
探っ

て
い
る 。
現
代
語
の
指
示
調
を
考
察
す
る
た
め
に
は 、
こ
の
よ
う
な
史
的
変

遷
を
踏
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う 。

第
四
篇
は 、
副
詞「
もっ
と
も」
「
せ
め
て」
の
語
史
に
つ
い
て
分
析
し
た

も
の
と 、
古
代
に
お
け
る
「つ
ひ
に」
と
「つ
ひ
に
は」 、
「
つ
れ
づ
れ
と」

と
「つ
れ
づ
れ
に」
と
の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る 。
こ
の
う
ち
で
第

四
章の
「
つ
れ
づ
れ
と」
「つ
れ
づ
れ
に」
に
つ
い
て
み
る
と 、
本
来
は「
つ

れ
づ
れ
と」
が
動
作
の
過
程 、
状
態
の
継
続
時
に
お
け
る
様
相
を
表
す
の
に

対
し
て 、
「
つ
れ
づ
れ
に」
は
動
作
の
完
了
時 、
状
態
の
静
止
時に
お
け
る
様

相
を
表
す
と
い
う
差
異
を
指
摘
し 、
さ
ら
に
前
者
は
後
者
よ
り
も
早
く
に
口

語
か
ら
姿
を
消
し
た
と
い
う
変
遷
を
述べ
る 。
「
き
ら
き
ら
と
流
す」
「
さ
ら

閑語史f.:j-J r遊文録同認'7筋J r遊文録評) r遊文録〔書

さ
ら
に
乾
く」
と
い
う
用
法
上
の
差
異
は
平
安
初
期
ま
で
遡
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
点
は
明
解
で
興
味
深い 。
仮
に
そ
の
立
場
に
立
て
ば 、
「
ーに」
と

「
|と」

が
対
応
す
る
他の
語
で
も
同
様の
こ
と
が
言
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
も
今
後
論
述
を
期
待
し
た
い
と
思
う 。

第五
篇
で
は 、
「
み
ゆ」
の
助
動
調
的
性
格 、
完
了
の
「つ」
「
ぬ」
の
使

い
分
け 、
「
ず」
の
語
源
と
活
用
形の
用
法 、
終
止「
な
り」
と
連
体「
な
り」

の
断
定
用
法 、
上
代
に
お
け
る
ク
語
法の
消
長
に
つ
い
て
考
察
す
る 。
な
か

で
も
「
つ」
と
「
ぬ」
に
関
す
る
論
考
は
視
野
が
広
く 、

従
来の
説
を
詳
し

く
吟
味
し
て
い
る
点
で 、
今
後
も
こ
の
考
察
を
踏
ま
え
て
論
議が
展
開
さ
れ

るべ
き
で
あ
ろ
う 。

第
六
篇
は
上
代
語
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で 、
話
し
手
自
ら

を
謙
遜(
自
卑)
し 、
他
者
を
尊
敬
す
る
と
い
う
心
的
態
度に
立
脚
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。
そ
し
て 、
待
遇上
の
規
範
が
強
く

作

用
す
る
場
面
で 、
絶
対
敬
語が
現
れ
る
と
さ
れ
る 。

第
七
篇
で
は 、
第一
章
で
は 、
話
し
手
の
表
現
意
図
に
基
づ
く
文
を
四
類

十
六
種
(
た
と
え
ば
「
訴
え
文」

と
し
て
呼
掛
け
文
・
命
令
文・
勧
誘
文・
聴
意
文・

質
疑
文)
に
分
類
し 、
そ
の
例
文
を
示
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
史
的
変
遷
を
明
ら
か

に
す
る 。
第二
章
は 、
和
歌
と
散
文
の
連
接
形
式
か
ら 、
物
語・
日
記
な
ど

の
文
学ジ
ャ
ン
ル
の
質
的
な
相
互
関
係
を
位
置づ
け
る
も
の
で
あ
る 。
第三

章
は 、
文
脈
指
示
詞
の
用い
ら
れ
方
を
古
典
の
文
章
を
対
象
と
し
て
分
析
し

た
も
の
で 、
漢
文
訓
読
が
文
章
中の
文
脈
指
示
詞
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る 。
指
示
調
研
究
を
文
章
論
に
立
ち
戻
ら
せ
た
高
論
で
あ

る
と
言
え
よ
う 。



付
篇
で
は 、
貌士山
倭
人
伝
に
所
載
さ
れ
た
語
を 、
上
代
語
と
の
関
連
で
考

察
し
た
も
の
で
あ
る 。
補
注
で 、
暁
母・
匝
母が
カ
行
に
用い
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
は
貴
重
で
あ
る 。
恐
ら
く 、

貌
志
倭
人
伝の
表

記
は
古
代
朝
鮮
語
の
表
記
体
系
と
何
ら
か
の
共
通
性
を
有
す
る
も
の
で
あ

り 、
古
代
朝
鮮
漢
字
音(
古
韓
音)
の
研
究
を
さ
ら
に
厳
密
に
解
明
す
る
必
要

性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る 。

四

「
遊
文
録
国語史繍二」

76( 5 ) 

「
遊
文
録
同部皇制二」

第一
篇
上
代
の
用
字
と
表
記
法

第一
章
上
代
人
の
文
字
意
識

第二
章
上
代
の
漢
字 、
仮
名の
用
法

第二
篇
寓
葉
集の
表
記
法

第一
章
仮
名
表
記
さ
れ
る
語
会

第二
章
正
訓
漢
字
表
記
さ
れ
る
諮
設

第
三
篇
寓
葉
集
に
見
え
る
用
字

第一
章
掛
け
詞
の
源
流

||縁字の使間

第二
章
「
飛
鳥」

第
三
章
「
戯
奴」

第
四
章
「
宿
木」

第五
章
「
開
木
代」

第
六
章
「
諸
伏」

第
七
章
「
潤
湿」

第
四
篇
首門
葉
集
古
写
本
の
換
え
字

第一
章
古
写
本の
換
え
字

||喜漢字の場合

第二
章
類
衆
古
集の
換
え
字
lL衣立円仮名の場合

第五
篇
市内
葉
集
古
写
本
の
誤
字

第一
章
誤
字
説の
限
界
性

第二
章
「
紀
之
許
能
暮
之」

第三
章
「
和
々
良
薬」

第
四
章
「
井
人」
「
水
飯
合」

付
篇
繋
明
期
の
漢
字
使
用

漢
字
以
前

外
交
と
漢
字

記
録
と
漢
字

識
字
層の
拡が
り

四
第一
篇
は
上
代の
表
記
法
全
般
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
で 、
特に
第二

章
は
上
代
語
表
記の
概
説
と
し
て
有
益
な
論
考
で
あ
る 。
漢
字・
万
葉
仮
名

の
諸
相
を
記
述
す
る
と
と
も
に 、
「
表
記
法」
と
「
用
字
法」
の
別
や 、
「{子

様」
と
「
字
態」
な
ど 、
そ
の
原
理
的
な
側
面
に
も
行
き
届い
た
配
慮が
な

さ
れ
て
い
る 。
万
葉
仮
名
字
母
の
使
用
を
め
ぐっ
て
対
比
さ
れ
た
朝
鮮
関
係

資
料に 、
七
世
紀
以
前の
も
の
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
金
石
文
も
あ
る
も
の

の 、
上
代
表
記の
全
貌が
限
無
く
記
述
さ
れ
て
い
る 。

第二
篇
は 、
万
葉
集
に
お
い
て
仮
名
表
記
さ
れ
る
語
会
と
正
訓
表
記
さ
れ

る
語
設の
性
格
を
論
じ
た
も
の
で 、
漢
字
を
用い
た
表
記
で
あ
る
が
故の 、
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表
語
性(
表
意
性)
と
表
音
性
と
の
相
関
関
係
を
見
事
に
整
理
し
論
述
さ
れ
て

い
る 。
変
体
漢
文
表
記
諸
巻
に
お
け
る
仮
名
表
記
は
直
接
表
語
性
を
志
向
し

て
い
る
と
い
う
第一
章
の
結
論
は
全
く
同
感
で
あ
る 。
た
だ 、
語
や
語
基
ご

と
に一
定
の
仮
名
を
用
い
て
記
す
と
い
う
表
記
法(
特
定
表
記)
が
看
取
さ
れ

る
も
の
の 、
変
体
漢
文
表
記
諸
巻の
表
記の
段
階
で
は
そ
の
よ
う
な
固
定
的

な
表
記
が
採
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
か
ど
う
か 、
人
麻
呂
歌
集
な

ど
の
原
初
的
な
表
記
か
ら
展
開
す
る
表
記
史
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置づ
け

ら
れ
る
の
か 、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
りが
た
か

っ
た 。
し
か
し 、
論
旨の
骨
格
は
従
うべ
き
も
の
で
あ
ろ
う 。

第
三
篇
で
は 、
第一
章
は
上
代
に
お
け
る
掛
詞
の
諸
相
を
解
明
し 、
歌
の

中
の
他の
語
句
の
意
味
と
関
係
の
あ
る
仮
名
を
使
用
し
た
場
合
や 、
歌
の
表

記
に
用い
ら
れ
た
他の
文
字
と
関
係
の
あ
る
仮
名
を
使
用
し
よ
う
と
し
た
場

合
を
「
縁
字」
と
と
ら
え
て 、
掛
詞
の
源
流
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る 。
こ

の
よ
う
な
縁
字の
用
法
は
恐
ら
く
漢
詩
な
ど
漢
文
学の
知
識
に
基
づ
く
も
の

と
見
ら
れ
る
が 、
そ
れ
と
掛
調が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
興
味が
そ
そ

ら
れ
る
問
題
で
あ
る 。
第二
章
で
は
「
と
ぶ
と
り」
が
「
あ
す
か」
に
か
か

り 、
「
あ
す
か」
が
「
飛
鳥」
と
表
記
さ
れ
る
の
は 、
土
地
ぽ
め
に
由
来
す
る

こ
と
を 、
第
三
章
で
は一
四
六
O
番
歌
の
「
戯
奴」
は
諮
語
的
技
巧
に
よ
る

も
の
で 、
そ
の
背
景
に
は
知
的
な
文
学
サ
ロ
ン
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る 。
さ
ら
に 、
第
四
章
で
は 、
「
さ
く
ら」
の
表
記
で
あ
る
「
佐
宿
木」

に
お
け
る「
宿
木」
が「
く
ら」
に
あ
て
ら
れ
る
の
は 、
神の
宿
る
木
を「
く

ら」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
よ
る
こ
と
を 、
第
五
章
で
は 、
木
を
伐
り
聞
く

場
所

を
「
開
木
代」
と
書
く
こ
と
か
ら 、
こ
れ
を
「
や
ま
し
ろ」
に
あ
て
た
こ
と
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を 、
第
六
章
で
は 、
「
諸
伏」
は
栖
戯に
お
い
て 、
皆
伏の
采
は
大
幅
な
特
権

の
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら「
意の
ま
ま」
の
意
で 、
「
ま
に
ま
に」

に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
を
論
述
す
る 。
い
ず
れ
も
民
俗
学
的 、
生
活
史
的
な
考

察
を
取
り
入
れ
た
巧
み
な
論
証
で
あ
る 。
第
七
章
で
は 、
三
七
O
番
歌
の「
湿

潤
跡」
は
「ぬ
る
ぬ
る
と」
と
読
むべ
き
こ
と
を
提
起
す
る 。

第
四
篇
な
ら
び
に
第
五
篇
は
万
葉
集
古
写
本
に
お
け
る
換
え
字(
表
意
的

また
は
表
音
的に
対
等の
漢
字で
換えて
書写するこ
と)
と
誤
写
に
つ
い
て
克

明
に
論
及
し
て
い
る 。
本
文
校
訂
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
的
作
業

で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
思い
知
ら
さ
れ
る 。
ま
た 、
誤
字
説
に
は
限
界が
あ

る
こ
と
を
厳
に
戒
め
る
と
と
も
に 、
正
し
い
解
釈
を
追
究
す
る
に
は
新
た
な

誤
字
説
も
辞
さ
な
い
と
い
う
毅
然
と
し
た
態
度
は 、
後
学の
者
と
し
て
見
習

うべ
き
点
で
あ
る 。

付
篇
と
し
て 、
六
世
紀
以
前
の
漢
字
使
用
を 、
文
献
資
料に
よっ
て
あ
ぶ

り
出
そ
う
と
さ
れ
て
い
る 。
今
日で
は
墨
書
土
器
な
ど
の
発
見が
相
次い
で

お
り 、
六
世
紀
以
前
に
つ
い
て
も 、
「
額
田
部
臣」
と
い
う
よ
う
な 、
訓
の
使

用が
確
実
で
あ
る
よ
う
な
鉄
剣
も
新
た
に
発
掘
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
よ
う
な

考
古
学
的
史
料が 、
文
献
記
述
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
視
点

を
持つ
べ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
は
貴
重
で
あ
る 。

五

お
わ
り
に

こ
れ
ら
の
書
は 、
国
語
学・
国
語
史
学
全
般
に
亙
る 、
広い
見
識
と
深い

洞
察
力
が
随
所
に
う
か
が
わ
れ
る 。
そ
し
て 、
そ
の
論
証
の
堅
実
さ
と
視
野

の
広
さ
に
は
学
ぶ
べ
き
点が
多い 。
現
段
階
に
お
い
て
は 、
新
た
な
資
料の



発
掘
や
研
究
に
よっ
て 、
異
論
を
は
さ
む
余
地
も
な
く
は
な
い
が 、
こ
れ
ま

で
の
研
究
の
最
高レ
ベ
ル
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う 。
評
者
の

不
敏
に
よ
る
誤
解
も
多い
こ
と
を
虞
れ
る
が 、
切
に
御
海
容
を
願
う
次
第
で

+め
ヲ匂。博

士
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
念
じ
つ
つ 、
筆
を
お
く
こ
と
と
す
る 。

(『
遊
文
録
閑語学筋』
一
九
九
六
年
九
月
三
O
日
発
行

A
5
判
三
三
四ペ
ー

ジ
本
体
価
格一
二
O
O
O
円)

(「
遊
文
録
閃話-史筑一』
一
九
九
五
年
三
月=
二
日
発
行

A
5
判
五
0
0ペ
ー

ジ
本
体
価
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五
0
0
0
円)
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遊
文
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九
九
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O
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発
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A
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判

本
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価
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一
五
O
O
円)
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泉
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刊
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